
令和７年度京丹波町創業セミナー実施要領 

 
 
１　目　　的 
本事業は、京丹波町在住の創業希望者及び創業後間もない事業者並びに町外在住者で京丹波町

での創業を希望する者等を対象に、創業に必要な専門知識を学ぶ講習会等を実施し、起業家の育

成を行なうことにより、地域の産業振興を牽引する人材育成及び地域への人材定着につなげるこ

とを目的とする。 
 
２　事 業 名　　　令和７年度京丹波町創業セミナー 
 
３　実施体制 
　（１）主 催 者　　京丹波町（産業建設部商工観光課） 
　（２）運営協力　　京丹波町創業支援ネットワーク 

（町・町商工会・京都銀行須知支店・京都北都信金瑞穂・和知支店） 
　（３）委託業者　　京丹波町商工会　会長　安谷　一秀 
 
４　開催場所 
　京丹波町役場　２階　大会議室（京丹波町蒲生蒲生野 487-1） 
　京丹波町商工会　２階　会議室（京丹波町蒲生野口 45番地 1） 
 
５　対 象 者 
　・町内在住の創業希望者 
　・町内で創業してまだ間もない事業者（概ね５年以内） 
　・町内で既に事業を営んでいる方で、業態転換や新分野展開を考えている者 
　・町外在住者で、京丹波町へ移住またはＵターンして創業を希望する者 
 
６　定員及び受講料 
　（１）募集定員　１５人　※具体的なビジネスプランのある者を優先する。 
　（２）受 講 料　３，０００円　　※受講者は京丹波町商工会へ受講料を納付する。 
 
７　募 集 
　（１）募集期間　　令和７年５月１９日（月）～令和７年６月１６日（月） 
　（２）広　　報　　京丹波町ホームページ、京丹波あんしんアプリ、SNS等 
　（３）応募方法　　申込書に必要事項を記入し、持参またはメールにより申込書を次へ提出す

ること。 
　　　　　　　　　　　〒622-0292　京都府船井郡京丹波町蒲生蒲生野 487番地 1 
　　　　　　　　　　　　京丹波町産業建設部商工観光課　創業セミナー担当者　あて 
　　　　　　　　　　　　e-mail：shoko@town.kyotamba.lg.jp 
 



 
８　開催日程 

 課程 日程 講座内容 時間 備考

 

第１回
6月 22日（日） 
9：00～17：00

ガイダンス・プロフィール作成・創業準備チェック

リスト
1.0 ☆

 創業計画書 1.0 ☆

 創業の心構えとビジョン 1.0 ☆

 ビジネスモデルとコンセプト 1.0 ☆

 創業体験談（創業者３名） 2.0 ☆

 参加者同士、参加者と事務局の親睦を深める会 
（自由参加）

1.0

 

第２回
6月 27日（金） 
18：00～21：00

環境分析の方法（PEST分析） 1.0 ☆

 環境分析の方法（経営資源） 1.0 ☆

 環境分析の方法（市場とニーズ） 1.0 ☆

 

第３回
7月 4日（金） 
18：00～21：00

商品・サービスの開発 1.0 ☆

 競争優位性 1.0 ☆

 環境分析の方法（競合調査） 1.0 ☆

 

第４回
7月 11日（金） 
18：00～21：00

経営数値計画（経費） 1.0 ☆

 経営数値計画（売上） 1.0 ☆

 資金繰り計画 1.0 ☆

 

第５回
7月 18日（金） 
18：00～21：00

お客様が自然と集まるしくみづくり 1.0 ☆

 マーケティング（集客）の具体策をつくる 1.0 ☆

 セールス（販売促進）の具体策をつくる 1.0 ☆

 

第６回
7月 25日（金） 
18：00～21：00

顧客価値を最大化する資金計画（設備計画） 1.0 ☆

 続けるための資金計画（運転資金） 1.0 ☆

 ここだけはおさえておきたい会計のキホン 1.0 ☆

 

第７回
8月 1日（金） 
18：00～21：00

創業に必要な手続き 1.0 ☆

 人を活かすための採用と育成のキホン 1.0 ☆

 伝わるプレゼンテーションのポイント 1.0 ☆

 

第８回
8月 10日（日） 
9：00～17：00

「売上アップ策」発想ワークショップ 2.0 ☆

 行動計画の立て方と改善ポイント 1.0 ☆

 受講生の事業計画発表 2.0 ☆

 町の施策説明、支援機関の紹介、修了証授与 1.0 ☆

 参加者同士、参加者と事務局の親睦を深める会 
（自由参加）

1.0



※　☆印は特定支援事業の認定に必要となる必須講座                            30.0 
９　そ の 他 
　※　第１回目の「参加者同士、参加者と事務局の親睦を深める会」及び第８回目の「参加者同

士、参加者と事務局の親睦を深める会」については自由参加とする。 
※　特定支援事業の認定に必要となる必須講座（経営・財務・販路開拓・人材育成）である、全　

３０時間中、２１時間（７割以上）を受講した者を修了者とする。 
※　本セミナーはワークショップも行うことから現地での参加のみとし、オンラインでの対応

は行いません。


